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本年度の研究の要約 

 

＜昨年度の研究成果＞ 

 

基本的な視点 

・加齢と共に、結婚に関する本人の判断はどの

ように変化しているのか。 
・「未婚」の地域差はどのような形をとってい

るのであろうか。 
 

研究方法 

・社会学を中心とした分野の既存研究、各種の

調査結果の収集、分析 
・統計データを用いた分析（未婚率、初婚年齢

の組み合わせ） 
・メディアのなかの「未婚」（新聞、雑誌） 
・結婚、未婚の現状に関する実証研究 
  インタビュー調査 
   結婚相談所、未婚者、既婚者 
  意識調査 
   高校卒業後の移動経歴と結婚の類型 
 

知見：「未婚」の社会的要因 

・メディアのなかで描かれる結婚は、個人の主

体的な判断とされ、大都市部での生活がその

前提として描かれている。 
・現在の人びとは結婚を強く自覚している。そ

れは、「結婚はしたい」と思っているという

ことであり、個人の生活設計の一部として絶

えず考えているということである。 
・また、都市生活への期待は大きく、進学・就

職の理由で移動を経験することが一般化して

いる。 
・その結果、生活の場が安定せず、周囲との人

間関係が結婚に結びつかないままであること

が推測される。 
・こうして、人生設計が未確定のまま加齢する。

したがって、生活設計の一部としての結婚に

ついても、個人の判断としてとらえる傾向が

顕著になっている。その結果として、決断が

困難になり、「未婚」傾向が顕著になってい

ると推測することができる。 
 

提言 

長期的な生活設計が可能な地域の形成が必

要ではないだろうか。具体的には、若者が定住

できる場所・10 代からの生活設計ができるよ

うな地域の形成であり、移動が前提にならず、

住み続けられる地域、住み続けたい場所が形成

されることである。生活の安定、長期的な生活

設計が可能になれば、その結果として、「未

婚」傾向に影響を与える可能性があると推測さ

れる。 
 

＜本年度の研究成果＞ 

 

基本的な視点 

本年度の研究の基本的な視点は、進学・就

職などに伴う移動により生活設計が困難になる

という昨年度の研究を発展させるかたちで、具

体的なプロセスを実証することである。 
出身地域と生活の場が連続している場合と

そうでない場合とでは、結婚や生活設計にどの

ような相違があるのかを、Ｕターン論を手がか

りにして考察した。これは、最近 20-30 年の

日本社会の変容について、Ｕターンという現象
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に焦点を当てて進めるということである。 
 

研究方法 

「少子化」というここ１０年程問題にされ

ている事態を把握するためには、その時期ばか

りでなく、その背景として進行してきた現代日

本社会の中期的な変化をとらることが必要では

ないだろうか。今年度の『厚生白書』が示して

いるように、「短期的」なひとつの現象を、そ

の時点での突発的な変化に起因すると考えるよ

りは、やや長期的な変化がもらたしたさまざま

な具体的な現象のひとつとして位置づける視点

も必要ではないだろうか。 
この視点にたてば、少子化ないし未婚とい

う変化を理解する方法として、ここ 20-30 年

の社会の変化からアプローチすることがひとつ

方法となる。そこで、前年度に報告した社会の

仕組みや意識の変化について、本年度はその形

成過程および現在の趨勢に関して、地方紙の記

事収集、Ｕターン者へのインタビュー、都市居

住者へのアンケートを中心にして実証的にアプ

ローチした。 
 

知見 

第１章 Ｕターンをめぐる議論の整理 

はじめにＵターンをめぐる議論を整理した。 
（１）Ｕターン現象は 1970（昭和 45）年を境

に、非大都市圏から大都市圏への人口移動が

減少し、逆の移動が漸増し続けていることか

ら注目されはじめた。 
（２）人口移動に関する推移は次のとおりであ

る。 
 1962年：東京圏への人口転入超過 40万人 
 1975～1980年：年間５～８万人にまで減少 
 1980年代前半から再び超過流入が減少 
 1994年：初めて流出が流入を上回る 
 このような推移の結果、「より快適な生活環

境を求めて地方都市に移動・定住するトレン

ドは前進しつつある」というのが現状である。 
（３）このような推移のなかで、Ｕターンの意

味づけは次のように変容した。 
 きっかけ：仕事による家庭生活の圧迫 
 地方生活の良さ：住宅条件と豊かな自然環境 
 動機：生まれ育った土地、地域へのなじみ、

仕事・住宅・学校などの生活情報を得やすい、 
 親の土地・財産を利用できる、老親扶養・介

護が可能 

（４）Ｕターンの意味 
 以上のような議論から明らかになるのは、

戦後日本社会における人生設計である。次のよ

うな要約がそれを示しているといっていいであ

ろう。 
 「出身地がどこであれ、都市圏に集中する大

学、短大、専門学校で学生時代を送り、その

まま都市圏で就職、家庭を持つ。そうするの

が当たり前のように。その路線から少しでも

はずれると、生活のあらゆる側面で不効率な

ことが起こってくる。」 
（５）さらに、このような地域移動の議論のな

かで、結婚の問題を取り上げたものも見られ

る。そこでは、大都市部及び地方部で未婚率

が高いことから、都市化が晩婚度を高めてい

る可能性が示唆され、また、女性が働き続け

やすい地域ほど、結婚もしやすいことも指摘

されている。近郊農村は家や地域の婚姻圧力

も高いが、都市部とのアクセスも容易なため

未婚女性との接触チャンスが多く、婚姻率が

高くなる、というのである。 
 

第２章 地方から大都市圏への移動の推移 

 第１章で概観したような最近 20-30 年間の

変化のなかで、大都市圏への移動は相対的に

は減少傾向にあるものの、依然として多くの

ひとが、進学・就職のために地元を離れてい

る。 
 

第３章 地方における移動と生活の現状 

地方紙の新聞記事を収集し、そこから明ら

かになる人々の移動の現状について集約した。

主要な問題は次のようなものである。 
（１）最近の若者は、以前とは異なり、できれ

ば地元に残りたいと思っている。 
（２）一次産業の見直し、再発見。条件が整え

ば、Ｕターン、Ｉターンする人もいる。 
（３）さまざまな方法で、都市との交流が進み

つつある。 
 

第４章 移動の世代間比較と展望―Ｕターン経

験者へのインタビュー調査から 

中山間地で、20 代後半から 50 代の男女 10
名にインタビュー調査を実施した。主な項目は、

高校在学中から、大都市圏への移動、Ｕターン

に至るまでの経過とその時々の意識、現時点で

の判断などである。 
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（１）50代男性 

・かつて若者は都会に出るのが当然であった、

現在の若者は田舎に住みたいと考えているよ

うである。 
・今の若者は、地方で生活でき（仕事があり）

都会的な刺激、遊び場所があれば、地方で生

活したいのではないか。 
・３０年前と比較して、地方都市も大都市化し

た。その結果、地方において都市的なライフ

スタイルが可能となりつつある。 
・少子化が進行したので、親のほうも子供を近

くにおきたいという希望を持っている。 
（２）40代女性 

・Ｕターン時には子育てと教育が不安であった

が、結果的には地域の人たちが大事にしてく

れた 
・田舎の良さは、若い頃は分からなかった。都

会に出てここに帰ってきて生活してみて最近

感じるようになった。 
・今の子ども達は、積極的に都会に出て行きた

いという感じではない。 
・短期間でも、若者が地域や地域の人を知る機

会を設ければ、住んでみようかということに

なる可能性があるのではないか。 
（３）地元企業にＵターン就職した 20 代後半

の男性 

・いずれも既婚―ほとんどがＵターン後に結婚 
・長男だから戻ってくると思っていた 
・高校を出てから大阪の専門学校に行き、半年

で辞めて戻り、仕事を探そうと思った。 
・外で働いてみると田舎のよさに気づく。住ん

だ後で都会をみると、遊びに行くにはいいが、

住むには大変だと思う 
・仕事さえあれば、自分が好きな仕事と収入が

あればどこでも問題ないと思う。 
 
まとめ 

（１）かつてよりも地元志向は強くなっている。 
（２）交通の整備や情報化により、都市的なラ

イフスタイルが近距離圏で可能になった。し

たがって、どこで過ごすかは個人の選択にな

っており、具体的な居住地は選べるようにな

った。大都市に憧れ、そこで生活することを

志向する人々、またできれば地元で過ごした

いという人々もいる。 
（３）少子化の進展により、親の面倒をどうみ

るかが、子どもの人生設計に深く関わるよう

になった。子ども自身が親の面倒をみなけれ

ばならないと自覚しており、「いずれ帰る」

という前提で外に出ている場合もある。 
 

第５章 生活設計と移動の現況―大都市圏居

住の地方出身者へのアンケート調査から 

 大都市圏に生活する地方出身の人々を対象に

してアンケート調査を実施した。現時点で、そ

こから明らかになるのは次のような未婚者の意

識である。  

（１）大都市への期待 
中学卒業頃には、それほど強い大都市圏志

向はなく、また将来の自分の住む場所について

明確に考えていた訳ではない。 
（２）大都市への移動 

進学・就職で地方中核都市を経由した人も

ふくめ、大都市圏へ出ることが多い。はじめは

適応することが困難であったという人もいる。 
（３）大都市と地方の魅力 
 大都市生活には、情報や移動（通勤、旅行）

が容易であること、刺激があること、仕事や

勉強をする機会が多様にあること、さまざま

な人々と出会うことができるなどの魅力があ

るが、地域や街そのものの魅力が強い訳では

ない。結果として「当面は住み続けたい」と

いう判断となっている。 
 出身地の魅力は、のんびりしていること、子

育ての場として肯定的に評価できること、家

族や友人がいることなどがあげられる。同時

に、親のことが気になる、自分が戻って面倒

をみないといけないといった考え方がある。 
 
第６章 まとめと提言：生活設計と移動―未婚と

人生観の変化 

昨年度のまとめでその輪郭を示したような

社会の変化は、Ｕターン論からみれば、次のよ

うな推移としてあらわれている。 
大都市圏へ、あるいは大都市圏から地方へ

という一方向の顕著な地域移動が生じる時代は

終わり、多様な移動が可能な時代になりつつあ

る。個人にとって人生設計を自覚的にとらえて

選択することが可能になりつつある。 
ここで生じた社会の変化は、より具体的に

は次のような変化である。 
（１）移動の容易さ（利便性）と進学就職先の

多様化に伴い、移動の選択は個人的なものと

なり、特定の地域で人生を送ることはなくな



 - 4 - 

りつつある。一時期の大都市圏への集中とそ

こでの定着といったかたちで生活の場が固定

する傾向は弱まりつつある。 
（２）しかし、地方の人びとは、少なくとも高

校卒業後の未婚から結婚に至る期間、大都市

圏を中心に出身地を離れる傾向は続いている。

それは、人間関係の基本を大きく規定してい

る。 
（３）それは、高度成長期には当然のことであ

ったが、最近の若者は地元で生活したいとい

う意識が強くなっている。出ていかずに生活

を続けること、出たとしても帰りたいという

意識、いわゆるＵターン志向は顕著になって

いる。 
（４）20 歳代でＵターンした若者は、そこで

生活を継続するものと考え、親との関係を継

続させつつ、結婚をするケースが多い。近郊

農家や新しい林業など、就業の場が用意され

た場合は特にその傾向が顕著である。 
（５）この背景のひとつとしては、生活基盤や

交通基盤の整備により、自動車による移動を

中心として、日常生活圏が拡大したことが指

摘できる。以前よりも広域の生活圏が人生設

計の場として魅力を持つようになった。そこ

では、大都市的な日常生活スタイルを、大都

市圏と近い形で送れるようになったことを示

している。 
（６）Ｕターン経験者は出身地に対して愛着を

感じ、また同時に、若者が大都市圏に出る心

情にも経験者として共感している。地方の活

性化を支え、大都市圏の人びととの交流を進

めている層である。 
 

提言 

大都市圏に流出する人たちの出身地が、出

身者のみならず多様な人々の生活と触れる場と

なり、これまでよりも広い範囲の生活圏で、若

い年代から人生設計をたてられるように工夫す

ることができないだろうか。狭い地域で人生を

過ごすのではなく、また大都市圏へ行くことを

前提にするのではなく、中規模の開放的な交流

の場が形成されることである。いいかえれば、

住む地域を大幅に移動しないような圏域、多様

な職・住・遊の場がさまざまな出身地域の人び

とに共有されるような圏域ないし仕組みを構成

することである。 
これは大都市圏で育った人たちが「地方の

生活」に触れる機会を増すことにもなる。情報

媒体も含めた広義の交流人口の拡大が実現し、

その魅力をアピールすることができれば、いず

れＵターンする人びと、新たに移動してくる人

びとを増やすになることになると推測される。 
 

 

 

研究の成果 

 

今年度の研究成果について、次ページ以降に報告をまとめた。 
第１章 Ｕターンをめぐる議論の整理 
第２章 地方から大都市圏への移動の推移 
第３章 地方における移動と生活の現状―新聞記事の内容分析 
第４章 移動の世代間比較と展望―Ｕターン経験者へのインタビュー調査から 
第５章 生活設計と移動の現況―大都市圏居住の地方出身者へのアンケート調査から 
第６章 まとめと提言：生活設計と移動―未婚と人生観の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 



 - 5 - 

第１章 Ｕターンをめぐる議論の整理 

 

平成 10 年度版『厚生白書』は「少子社会を

考える」と題する特集を行っている。第１次ベ

ビーブームが終息した 1950（昭和 25）年頃か

ら下がりはじめた出生率は、その後しばらく安

定していたが、1970 年代半ばから現在に至る

まで基本的に低下した。はじめの低下は有配偶

出生率の低下によるものであり、ふたつめの低

下は「晩婚化の進行」によるものであると指摘

されている。 
本年度のわれわれの研究は、昨年の研究を

継続すると共に、最近 20 年余りの日本社会の

変容について、「Ｕターン」という現象に焦点

を当てて進めた。「少子化」というここ 10 年

程問題にされている事態を把握し、理解・解釈

するためには、それに重なる時期ばかりでなく、

その背景として進行してきた日本社会の変化を

とらることが有効ではないかと考えたからであ

る。短期的なひとつの現象を、その時点での突

発的な変化に起因すると考えるよりは、長期的

な変化がもらたしたさまざまな具体的な現象の

ひとつとして位置づける方が、少子化ないし未

婚という中期的な変化を理解する方法としては

有効ではないかと考えた。 
 

１．Ｕターンの変容―1970 年から 

『人口のＪ・Ｕターン現象における要因構

造分析』（1976 年,社会工学研究所）によれば、

Ｕターン現象は 1970（昭和 45）年を境に、非

大都市圏から大都市圏への人口移動が減少し、

逆の移動が漸増し続けていることから注目され

はじめた（pp.4-5）。1975（昭和 50）年に実施

された調査によれば、Ｕターン者は、帰県要因

によって、「家」志向型、都会否定型、地元志

向型に類型化される。そして、同書は提言とし

て、次の３点を指摘している。 
（１）「Ｕターン者にとって職場とは、仕事の

質と家族、隣人を含む人間関係の接点で決め

られる」のであるから、「家と両立する職場

の提供」が必要である。 
（２）「Ｕターン者が郷里に求める環境は、一

方ではホットな人間関係と豊かな自然環境で

あり、一方ではできるだけ都会の生活に近い

利便性、文化性」であるから、郷里保全のた

めの総合設備が必要である。 
（３）シンボリックな魅力としての伝統的な文

化、地域に密着した新しい文化の樹立が必要

である（pp.18-19）。 
その後今日に至るまで、日本の各地域の均

衡発展・地方分散に関するさまざまな施策が行

われてきた。この間の推移について、1997 年

の『Ｕターン現象の実態と課題―地域間労働移

動と新たな雇用創出に向けて―』（雇用開発セ

ンター）は、次のようにまとめている。 
 

1962 年に 40 万人であった東京圏への人口転入

超過が、1975～1980 年には年間５～８万人にまで

減少したのであるが、それは必ずしも十分な成果を

あげることができなかった。1980 年代前半から後

半にかけて、経済のソフト化（情報化・サービス経

済化）や金融の国際化が引き金になって、再び東京

圏への超過流入が減少したものの、1990 年以降の

流入は低下し続け、1994 年には始めて流出が流入

を上回った。東京圏の人口転出超過が今後も続くか

どうかは不透明だが、世界一の物価高、深刻な住宅

問題などを回避し、より快適な生活環境を求めて地

方都市に移動・定住するトレンドは前進しつつある。

こうした東京一極集中の是正・偏重にまつわるＵタ

ーンや地域への定着といった動向の持続は、経済成

長重視から個人生活の質的拡充を実現しようとする

多様なニーズの高まりと共に、新たな産業および就

労の場をいかに確保しうるかにかかっている（p.1）。 

 

そして、現時点での判断については次のよ

うに述べている。 
 

今後、高齢化・少子化の進展により、労働力確保

の困難性に起因する産業振興の地域間の格差が拡大

することが懸念される。1995 年版『過疎白書』に

よると、過疎地域の人口は５年前に比べ 4.6％減少

している。110 市町村で人口が増えているものの、

516 市町村では逆に５％以上人口が減っている。ま

た国土庁首都圏白書（平８）によると、東京都外か

らの都内の大学に入学した者のうち 65％が東京圏内

に就職している。都外への流失は 35％としている。

このため、地方公共団体ではＵターン、Ｉターン者

に奨励金を支給したり、Ｕターンコーナー窓口を地
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元や都市部に設けたりして、人材の確保に努めるよ

うになって来ているが、さしたる効果をあげていな

いのが大半である（p.41）。 

 

このような指摘は、たとえば 1998 年 10 月

４日に高知新聞・宮崎日日新聞において「新過

疎法」をめぐる報道のなかで端的に述べられて

いるように、「過疎法が施行されてから約 30
年。この間、60 兆円に上る事業費が投入され

たが、過疎化の波は高くなる一方だ」という現

実と呼応するものである。 
 

２．Ｕターン意識の変化 

それでは、人々の意識はどのように変化し

ているのであろうか。1994 年の『Ｕターン者

にみる職業と家庭生活』（日本労働研究機構）

は、地方中核都市（長野・岐阜・松本）でのイ

ンタビュー調査の結果をまとめたものである。 
 

大都市勤労者のＵターン・Ｉターンのきっかけは、

仕事による家庭生活の圧迫から転職を考えたことと

いうケースが多い。すなわち、数年毎に繰り返され

る転勤、長時間残業、頻繁に求められる休日出勤と

いった劣悪な労働条件および職場環境がひきがねに

なって、転職を考えた都市勤労者の一部が、結果と

して、Ｕターン・Ｉターンを選択しているのである

（p.57）。 

 

その動機は「地方生活の良さ」である。具

体的には、住宅条件と豊かな自然環境である。

そして「Ｕターンする動機」は、次のように説

明される。 
 

第一に、生まれ育った土地であり、地域になじみ

があること、第二に、そのために仕事、住宅、学校、

その他もろもろの生活情報を得やすいこと、第三に、

親の土地、財産などの一部または全部を利用できる

という恩恵を受けやすいこと、最後に、老親扶養・

介護が可能なことがあげられる。従来のＵターンの

パターンが、男性の場合、主として老親扶養・介護

のために、若い時は都市で仕事をしていても、一定

の年齢になると家族を連れて親のいる土地へ帰ると

いうケース、あるいは、女性の場合には、若い時に

は大都市部で仕事をして、都会生活を一度は経験し

てから、結婚を契機に地元へ戻るというケースに代

表されていたことを考えると、かなり大きく変化し

ている（p.58）。 

 

このような傾向に近い指摘は、前出の『Ｕ

ターン現象の実態と課題』（雇用開発センタ

ー,1997）に紹介された就職情報誌編集者のコ

メントとも対応するものである。 
 

Ｕターンには階層性がある。完全に定着している

層と、ほとんど浸透していない層とに見事に分かれ

るのだ。前者の代表例は学生と現業労働層だ。新卒

学生のＵターン率は高い。直接生まれ育った地に戻

らないにしても、近隣の中核都市、経済圏ブロック

に戻る学生はかなりいる。就職先は、1.公務員、教

員、2.旧公社系企業（鉄道、電気、ガスなど）、3.地

銀および地元金融機関（信金、信組など）―が、い

わゆる「新卒Ｕターン御三家」現業労働層は「建築、

建設、土木」。最近ではそこに、エンジニアが入り

つつありる。地方の中堅企業でも「優秀な技術者が

欲しい」という声は強まるばかりだ（p.137）。 

 

これは、もう少しマクロな視点から言い換

えれば次のような社会の変化を示している、と

いうことになる。 
 

出身地がどこであれ、都市圏に集中する大学、短

大、専門学校で学生時代を送り、そのまま都市圏で

就職、家庭を持つ。そうするのが当たり前のように。

その路線から少しでもはずれると、生活のあらゆる

側面で不効率なことが起こってくるのだ（p.140）。 

 
そして、今後については次のように展望さ

れるという。 
 

さすがにＵターンから「都落ち」のイメージは払

拭された、「転職求職者 200 万人超す目立つ若年層」

（日本経済新聞、1997 年２月８日付）という新聞

記事も目にする。若い世代から転職・独立を含めた

流動化は本格化しよう（140）。 

 

このような現状を、地方生活を見直すよう

な動きとしてとらえるのか、それ以上に大都市

圏の生活に対するマイナス評価を主としたもの

として断定するのかについては、議論の余地が

あるだろう。しかし、流動性が高まっているこ

とは確実な変化として指摘できるし、そこには

生活設計を固定的には考えないという傾向を読

み取ることができるということはいえるであろ

う。 
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３．地域性と未婚に関する議論 

Ｕターン論を取り上げたのは、未婚の推移

の背景として地域移動に関する人々の行動と意

識の変化が指摘できるのではないかという観点

からである。地域性の相違と結婚との関連性に

ついて分析した新しい研究を、ここで紹介して

おきたい。 
国土庁計画・調整局編『地域の視点から少

子化を考える』（1998 年）では、「国勢調査に

よって、都市規模別の年齢別女子未婚率を比較

すると、大都市部及び地方部で未婚率の高いこ

とが分かる」（p.55）という問題意識が設定さ

れている。そして、市町村区の人口規模と年齢

別未婚率の関係が分析され、「年齢層が高いと

ころで、人口規模１万人程度で最も未婚率が低

く、人口が大きくなる、あるいは小さくなるに

つれて、未婚率が高いという関係がある。した

がって、大都市部あるいは、人口規模の極めて

小さい町村において、高年齢層で未婚率が高く、

都市化が晩婚度を高めている可能性があること

が分かる」（pp.57-58）という知見が得られる。

これについて同書は「女性の労働力率が高い地

域ほど、晩婚度は高いものの非婚度が低く、女

性が結婚しやすくなっている。…女性が働き続

けやすい地域ほど、結婚もしやすいことが意味

しているといってよいだろう」（p.78）と指摘

している。 
また、地域移動の実状についての研究によ

れば、日本の農山村には、この 40 年余りの間

に、大きな変化が生じたことがわかる（徳野貞

雄「少子化時代の農山村社会」「農山村におけ

る『花嫁不足』問題」（いずれも、山本努・徳

野貞雄・加来和典・高野和良,1998『現代農山

村の社会分析』学文社に所収）。 
 

現在の農山村居住者と昭和 30 年代以前の居住者

を比較した場合、一つの特徴は、住民属性の移動性

（転居・来住などの長期間移動）や流動性（日常生

活のなかでの通勤・通学などの移動）が非常に高く

なっていることである。従来から、農山村住民は土

着的性格が強いと考えられてきた。確かに、現在で

も農家の居住歴は、都市部の家族に比べ、歴史も古

いし移動も少ない。しかし山口県下で行った調査に

よれば、20 歳台から 30 歳台では３分の１が土着型

居住者、３分の１がＵターン型居住者、３分の１が

来住型居住者になっている。特に、男性ではＵター

ン型、来住型を合わせると６割近くが移動歴を持っ

ていた。一方、女性では「結婚するまでは他所で暮

らしていた」が 45.9％であるが、30 歳以上（既婚

者中心）では９割近くになる（p.157）。 

 

このような移動は、別の視点からは次のよ

うな地域性と結婚との結びつきとしてまとめら

れる。 
 

農山村ほど伝統的な結婚圧力（結婚するのが当た

り前という社会意識）が高い。その結果、30 歳を過

ぎて結婚していない女性に対する風当たりは強い。

昔ならば、農山村の女性のほとんどは、1.自主的既

婚者か、2.半強制的既婚者として結婚していた。そ

の制度的システムとして見合い制度や仲人システム

が作用していた。しかし、現在、女性でも産業構造

の変化や高学歴化さらには地域移動の増大によって、

未婚者に風当たりの強い農山村に暮らさなければ生

活できないという状況ではなくなった。だから、故

郷に帰れば「結婚、結婚」という親や周囲から離れ

て、若い女性は都市部に滞留する。その結果、農村

部の男性はますます結婚対象者不足となってくる。

すなわち、親が「結婚、結婚」「花嫁不足、花嫁不

足」と騒げば騒ぐ程、娘たちは帰ってこず、息子達

の未婚率が上昇するという悪循環が発生していると

考えられる。…次に明白なことは、未婚率のパター

ンは男女によって地域差があるということである。

すなわち、女性の未婚率は都心部、中核都市、都市

近郊、中山間地、山間地の順で低くなる。いいかえ

れば、この順で独身女性が少なくなっているのであ

る。…一方、男性の未婚率は、都市部で高く、近郊

農村で低く、過疎農山村で再び高くなるというＶ字

型になっている。すなわち、近郊農村は家や地域の

婚姻圧力も高いが、都市部とのアクセスも容易なた

め未婚女性との接触チャンスが多く、婚姻率が高く

なるのである。しかし、過疎農山村では周囲の結婚

圧力が高くても、肝心の未婚女性がいないから花嫁

不足が地域問題化してくるのである（178-179）。 

 
このような地域性と結婚との関連性に関す

る分析は、この 30～40 年の間にさまざまな地

域差が生まれ人びとが激しく移動し、また結婚

を中心にした生活の意識が大きく変化したこと

を指摘したものである。 
Ｕターン論は、地方から大都市圏へ、そし

て地方へという人々の移動を中心にしたもので

ある。本研究に関連させて言い換えれば、その

ような移動の結果として生じた地域の変貌とそ



 - 8 - 

こで生活する人びとの意識の変容をも考慮する

ことによって、高度成長期とそれ以降の日本社

会の変化が人びとの具体的な生活と人生設計に

及ぼした影響がどれほど大きいものであったか

を推測することができる。
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第２章 地方から大都市圏への移動の推移 

 

地方から大都市圏への移動の推移について、

ここでは『学校基本調査』のデータを基にして

概観しておこう。表に示したのは、高校卒業時

の移動に関する２０年間の推移である。三大都

市圏への就職・進学者は次第に減少し、卒業生

全体に占める比率は 25％を下回るまでになっ

た。しかし、地元（県内）に残っている人々の

率はほとんど変化していない。 
ここから明らかになることは、三大都市圏

への移動そのものは減少傾向にあるものの、出

身県下にとどまらず、地方中核都市へ移動する

傾向が強くなっているのではないかということ

である。その比率は、高知県、宮崎県とも卒業

生全体の半数近くなることになる。 
また、地元（県内）での就職・進学であっ

ても、県内のなかでより都市的な地域への移動

を伴っているということに留意する必要がある。

「地元」を出身地域と考えれば、高校卒業時に

生活の場を移動する人々の比率は、ここに示さ

れているよりも高い割合になると推測されるの

である。 

 

 
三大都市圏１）への就職・進学者 地元（県内）への就職・進学者数  

   高等学校 

年２）  卒業者数 
 

就職者数 

大学・短大 

進学者数 

 

計 

卒業者総数に 

占める割合 

 

就職者数 

大学・短大

進学者数 

 

計 

卒業者総数に 

占める割合 

 

高知県 

1975 9040 1543 2083 3626 40.1% 2254 711 2965 32.8% 
1980 9298 1043 1969 3012 32.4% 2647 823 3470 37.3% 
1985 7646 1012 1432 2444 32.0% 1846 839 2685 35.1% 
1990 10699 1416 1688 3104 29.0% 2438 749 3187 29.8% 
1995 10104 670 1655 2325 23.0% 2031 1002 3033 30.0% 

 

宮崎県 

1975 15957 4076 2200 6276 39.3% 3954 824 4778 29.9% 
1980 15775 2868 1698 4566 28.9% 4660 1003 5663 35.9% 
1985 13643 2660 1288 3948 28.9% 3459 1040 4499 33.0% 
1990 16745 3181 1363 4544 27.1% 3719 1235 4954 29.6% 
1995 16815 1881 1467 3348 19.9% 3572 1553 5125 30.5% 

１）三大都市圏：埼玉県･千葉県･東京都･神奈川県･岐阜県･愛知県･三重県･京都府･大阪府･兵庫県･奈良県 

２）各年３月の卒業生。 
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第３章 地方における移動と生活の現状―新聞記事の分析 

 

地方の生活、大都市圏への移動、大都市と

地方との関係は現在どのようになっているので

あろうか。これは、さまざまな資料や研究のテ

ーマではあるが、ここでは地方紙の記事を取り

上げてまとめてみた。地方で生活する人びとを

読者とした新聞は、地域の視点から社会の変化

を取材し報道している。昨年度および今年度の

研究地域である、高知県と宮崎県の地方紙（高

知新聞、宮崎日日新聞）の記事を 1998 年 10
月から 1999 年１月の４カ月間にわたって収集

した。そのなかで特に本研究に参考になると判

断されるものを取り上げる。 
 

宮崎県 

 

（１）出生率の市町村間比較（11 月２2 日） 

1970、75 年は三十八市町村で 2.0 人以上だった

が、90 年には 11 市町村にまで減少。延岡、都城市

など平野部の低下が原因だった。95 年になると、出

生率の回復する市町村が椎葉村など北部地域に目立

ち、南郷村と北浦町の 2.84 人をトップに 12 市町村

が 2.0 人以上に。しかし 1.53 人で最下位の宮崎市と

近郊の宮崎、東諸県群の１市６町が下位部分を占め、

都市部周辺と山間地域の格差が浮き彫りとなった。 

 
（２）企業誘致（11 月２～４日） 

1961 年度に本県への県外企業進出も本格化した。

県の誘致企業だけでも９７年度までに三百六十事業

所（県工業振興課調べ）に上るが、そのうち三割を

超す八十二事業所は、すでに倒産や撤退している。

…「再編や統合、経営者が変わっている事業所もあ

り正確な数字をつかめないのが現状。人員縮小する

企業が多く、労働者の再雇用先を心配していると同

課。 

 
（３）新規営農者（11 月 28 日） 

（日南市の県南那珂農業改良普及センター）青年

（39 歳以下）の新規営農者は、Ｕターンなどで

1990 年を境に全国的に増加傾向にある。同センタ

ー管内の二市二町でも増える傾向にあり、昨年が二

十五人、今年が十六人（十月末まで）。 

 

（４）宮崎アグリトピア構想（11 月 28 日） 

西米良村のワーキングホリデー制度は、…村内に

一定期間滞在しながら農作業に就いてもらう一方で、

恵まれた自然環境での休暇をも存分に満喫してもら

う試み。受け入れ農家がそれぞれ仕事に対して賃金

を支払うのが大きな特徴だ。…過疎化の進行ととも

に深刻になった季節によって不足する農作業の人手

を確保、あわせて村外者とのさまざまな場面での交

流を村の活性化につなげることを狙いにする。…東

京都職員を辞め、家族を連れてＵターンした 37 歳

の男性。実家の都合で村内に戻ったが「花づくりな

らできるのでは」と飛び込んだ。 

 
（５）農村アメニティ（11 月 26 日、社説） 

農村アメニティは「生産基盤の状況から日常の生

活環境、緑と水の自然空間、文化の伝承など地域特

有の総合的環境」なのだ。また定住人口の増加が期

待できないほとんどの農山村にとっては、活性化を

都市との交流人口の増加に求めるから「農山村は交

流のステージ」でもある。西米良村村所地区の特色

は、全国でも珍しい「ワーキングホリデー」という

交流制度を導入していることだ。花き栽培やユズの

収穫・加工など人手不足の季節に、都市の人たちに

三日から一週間の日程で手伝いに来てもらう。一週

間の場合だと四日間働き、残りの三日間はその報酬

を使って民話の宿、コテージ、民宿などを拠点に自

然と遊んでもらう。 

 
（６）営農支援隊（11 月 27 日） 

（ＪＡ西都の支援隊は）人手を求める農家に出向

いて農作業をサポートする。…将来の就農希望者で、

五年間の研究期間の位置づけで仕事に就き、農業技

術の取得も急いでいる。切実な農家の人手不足対策

を図りながら、あわせて農業の担い手づくりを進め

る大きな仕掛けである。 

 
これらの記事から、企業誘致が景気の後退

と共に問題を抱えていること、そして一次産業

（ここでは主に農業）での新しい動きをみるこ

とができる。ここには一方で地元の人びとの就

職先を地元に確立することが困難であることが

指摘され、他方農業には高齢化と後継者の問題

があり、その対策としての交流人口を増やすこ

ころみが報じられている。外へ出なくても就業

できる方法と、外からの人たちを呼び込む工夫

とが現在の問題として浮かび上がってくる。 
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高知県 

 

（１）連載「土と水に生きる―四国の１次産業後 

  継者」 

10 月 11 日、香川県・青ねぎの生産農家（男性、

40 歳）：きちんと決まった休みを取れる農業経営を

目指したい。…酪農など生き物相手だと難しいだろ

うが、意識改革が必要だ。そうでないと後継者はで

きない。 

10 月25日、高知県・スプレー菊の生産農家（男

性、32 歳）：中山間地という地域性や高齢化もあり

基本的に人手不足。…現在、町内の栽培農家には二

十代がいないが、現状を考えれば当然のこと。合理

化、労働時間短縮を考えないと若者は呼び込めない。

…中山間地でやるのだから、大産地のまねをするよ

り地域の特性を生かした生産方法、売り上げ増を考

えるべきだ。それが若者にとっての魅力にもつなが

るだろう（栽培農家十一戸のうちＩターンが四戸、

Ｕターンが二戸、転職が一戸）。 

11 月１日、愛媛県・伊予柑の栽培農家（男性、

37 歳）：今の若者が農業を継がないのは、農業の仕

事が体力的にきついということもある。親は子供に

「帰ってこい」と言うだけではなく、省力化を進め

るなど、ある程度の基盤整備もしなければ、若者も

後を継ごうという気が起こりにくいのではないだろ

うか。 

11 月 22 日、高知県・漁業（男性、33 歳）：高校

を卒業後、東京と大阪に出て働いた。十年ほど前に

戻ってきたが、サラリーマンをやろうにも給料が安

いし、陸（おか）で仕事を探す合間に漁を手伝って

いたらそのまま…。若者が好む仕事ではないから、

なり手は少ないが、サラリーマンを退職後、県外な

どからＵターンしてきて漁師になる人もいる。だか

ら人手自体はそれほど減っている印象はない。だが

高齢化は否めない。…勤め人と違って自分の思い通

りにできる。 

12 月20日、高知市、花の栽培（男性、29歳）： 

（ホテルなど主として業務用の高級切り花グロリオ

サの栽培）高校を出て県外の種苗会社の農場で修行

した後、２０歳から。サラリーマンと違って、上か

ら指図されることなく、自分で考えてやれる面白さ

がある。…月給制でボーナスなし。手取りは同年代

のサラリーマンと同じくらいだろう。農繁期でなけ

れば日曜は休みだし、平日でもある程度時間の融通

が利く。会社勤めとそう変わらない。（５年前に結

婚。）子どもが三人いる。弟（26）はまだだが、三

里地区に限っては後継者不足や嫁不足、高齢化とい

った話は聞かない。収入が安定しているし、他の品

目に比べ花づくりはイメージがいい。昔と違って作

業は機械化が進んでいるし、暗いイメージはない。 

 
（２）過疎法（10 月４日付） 

過疎法が施行されてから約三十年。この間、六十

兆円に上る事業費が投入されたが、過疎化の波は高

くなる一方だ。過疎市町村で構成する全国過疎地域

活性化連盟のアンケートでは、過疎指定を受けた七

割の市町村が今後も人口が減少すると回答し、集落

消滅や国土崩壊を危惧している。 

 
（３）町民意識調査（10 月４日付） 

佐川町で行政に関する住民の意識調査を実施した。

町の良さは「緑や自然の豊かさ」がトップだが、

「道路の整備」「下水道や生活排水対策」などに不

満をもつなど、生活基盤の遅れを指摘。生活道や高

齢者福祉施設など公共施設の充実を求める人が多い。

「特に力を入れてほしい事業」は「若者定住対策」

が 30.8％でトップ。その具体策としては「産業振興

による就業の場づくり」が 78.3％と最も多い。 

 
（４）都会からの就職希望（11 月７日） 

（30 歳の男性。）一昨年の夏、大阪の輸入商社か

ら、今の（愛媛県伊予三島市）海運会社に転職しま

した。古里で暮らそうと高知で仕事を探したんです

が、求人がなくて。…商業の振興を考えてくれれば

帰ってもいいな、なんて思います。 

 
（５）室戸市（11 月 11 日） 

「やはり古里に帰ってきて働きたい。だけど働く

場が室戸にはなく、僕のように帰ってこれる人の数

は限られているんですよね」。Ｕターン就職した三

十一歳のこの男性は高校卒業後、高知市内や県外で

働きながら「ずっと地元で就職先を探していた」と

いう。地元での生活は経済的には楽。「好きで市外

に出るわけではないんです」。…企業誘致こそ「市

浮揚の頼みの綱」との声も多く、市民の期待は高い。

…買い物などで高知市近郊へ行こうにも片道二時間

はやはり遠い。そもそも高知へ行かなければ満足で

きる「物」がない流通事情に不満の声も聞く。…人

口定着のためには「衣食住」に加えて「遊」「憩

い」の部分も不可欠。…華やかな企業誘致も大事だ

が、市民に満足のいくサービスを提供することも人

口定着策の一つだ。 
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（６）県内の中山間地域にＩターン、Ｕターンした    

  若手農家のネットワーク（11 月５日） 

地域住民との間にある”壁”が議論になり、「地

元の人がＩターンしたわれわれを”よそ者扱い”す

る気風が強い」「有機農業など新しいことを始めて

も『失敗するに決まっている』と言われる」との厳

しい現状が続々。 

 
（７）離職者の早期再就職を図る介護サービス 

  の職業訓練事業（12 月 16 日） 

雇用促進事業団高知雇用促進センターが介護サー

ビスのための職業訓練を実施した。「就業意欲や職

歴、家庭の事情などを考慮し、より切実な状況の離

職者を優先的に選考することが原則」であるが、

「ホームヘルパー二級の資格取得を目指す訓練だが、

応募者が殺到」した。このなかにはたとえば、次の

ような人も参加している。「「東京からＵターンし

たが、なかなか仕事が見つからない、介護の勉強が

高齢者住宅など建築関係の仕事にも生かせる＝同市

内の男性（31）。 

 
若者定住のための方策、一度出ていった人

たちが戻ってきた事例、戻る際の問題とは何か、

住みやすい地域とはどのような地域なのか。こ

こで取り上げられている問題は、もしも若者が

地方に住みたいと考えているならば克服しなけ

ればならない課題である。 
 

まとめ 

宮崎と高知の地元紙の記事に共通する部分

は次のようなことがらである。 
（１）地元に残りたいと思っている若者も多い

のではないか。 
（２）条件が整えば、一次産業に従事し、地方

に住む人もいるのではないか。 
（３）都市との交流が進みつつあり、また今後

増大するであろう。 
しかし、若者が地方を志向しているという

場合に、地方が大都市圏と異なった地域として

若者たちに評価されているのか、あるいは大都

市的な生活を送ることができる場所として評価

されているのかという問題は、課題として残る

と考えられる。「衣食住」に加えて「遊」「憩

い」が不可欠である、あるいは「省力化」やサ

ラリーマンとあまり変わらないという農業の生

活などは、もはや大都市的なライフスタイルが

前提であるとも受けとめられる。その上で、地

方が持っている魅力とは、出身地であること、

「自然が豊か」であるといった従来より指摘さ

れてきた点にあるのだろうか。あるいは地方生

活の良さは、大都市圏での生活を否定的に考え

た場合にのみうかびあがってくる選択肢という

ことなのであろうか。現に大都市圏で生活して

いる人たちが、移動のコストを支払ってまでも

移動することがあるのだろうか。つまり、かつ

てのように大都市圏への一方的な移動と同じよ

うな意味で、地方への移動というスタイルがで

きあがるのかどうかは、ここからは明らかには

ならない。 
現状では、10 代後半から 30 代の期間、進

学・就職などを考えて実際に模索するなかで、

地域移動を重ねる傾向が続くと考えられる。生

活設計がなかなか確立されない状況が続くので

はないかと推測される。 
このことを示しているのが、先に触れた

『Ｕターン現象の実態と課題』（雇用開発セン

ター,1997）で言及されている日本経済新聞に

1997 年 2 月 8 日付で掲載された「転職求職者

200 万人超す――96 年、目立つ若年層、失業

増加の恐れ、流動化策重要」という記事である。 
 

96 年に転職活動をした人（転職求職者）が年平

均で二百八万人と、初めて二百万人の大台を超えた。

実際に活動していない人を含めた転職希望者数も過

去最高の五百四十三万人に達し、就業者の 12 人に

１人が転職を希望していることが明らかになった。

求人動向の回復に加え、就業形態の多様化で若者を

中心に転職志向が高まっているためだ。二百万人強

の“転職予備軍”が離職に動けば、３％台の高水準

を続けている失業率をさらに押し上げる恐れもある。 

総務庁の調査によると、転職求職者数は三年間で

二十五万人増え、就業者数（六千四百八十六万人）

の 3.2％を占めて失業者数二百二十五万人にほぼ匹

敵する。転職志向が急速に高まったのは「企業の求

人回復などで雇用環境の改善期待が強まった」（総

務庁統計局）ためだ。なかでも扶養者を抱えていな

い若年層の転職志向が鮮明になっている。 

転職求職者数はバブル崩壊後にいったん減少した

が、企業業績の回復に合わせて再び増加基調を強め

ている。仮に転職求職者がすべて失業すると、失業

率は３％程度押し上げられる計算になる。 

一方、転職求職者の受け皿になる企業の中途採用

や通年採用は成長産業の情報通信、サービスなどで

広がっている。96 年度の通年採用が百五十人前後に
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上る富士通は「求める能力を持った人材なら積極的

に採用する」（岡沢陸郎・人材開発部長）と意欲的

だ。 

ただ業務の専門化が進むにつれ、企業の希望とか

み合わず就職できないケースが増えている。情報処

理大手のＣＳＫは 96 年に二百人の中途採用を計画

したが、五十四人しか採用できなかった。企業の求

人動向が回復しつつあるが、九六年の完全失業率は

3.4％と過去最悪を三年連続で更新した。 

転職希望者は産業構造の転換を促す半面、仕事が

見つかる前に辞めて失業者になる恐れもある。雇用

流動化が滞れば失業率が 10％を超えるとの民間調査

機関の試算もあり、「個人の能力開発を支援する政

策が必要」（樋口美雄・慶大教授）との声が高まっ

ている。 

労働省は７日、個人で英会話や簿記などの能力開

発に取り組む人への助成金制度などを柱にした雇用

促進事業団法の改正案を閣議に提出した。 

さらに民間の有料職業紹介業や人材派遣業の対象

業務拡大に取り組むなど、失業率の上昇を防ぐため

の雇用流動化策を強化する構えだ。  

  
最近では、新卒者が就職先を短期間で退職

することも問題となっており、ひとつの職種・

職場で長期間にわたって仕事をし続けることが

一般的ではなくなっていることがうかがえる。

雇用の流動化が地域間移動にまで結びつくのか、

さらにそれが大都市圏から地方への移動に結び

つくのかについては明らかではないが、人生設

計が不安定化していることと、地域移動の可能

性を示すような新しい変化であるといえるであ

ろう。 
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第４章 移動の世代間比較と展望―Ｕターン経験者へのインタビュー調査から 

 

それでは、実際に移動を経験した人々は、

地方と大都市圏での生活をどのように受けとめ

ているのであろうか。高知県下の中山間地にお

いて、世代別の比較に焦点をあてて 10 名の

方々を対象にインタビュー調査を実施した。就

職（大都市圏への移動）までの過程と意識、現

在における判断などについて伺った部分を中心

にして、その結果を紹介する。 
 

Ａさん（男性・昭和17 年生まれ・昭和36 年高校

卒業） 

「そうですね。もう働くなら都会ぐらいしか頭に

なかったですね。とにかく都会でしたね。中学校、

高校あたりから、その後をどうしようかっていう考

えがもともとあったみたいな感じもしますが、近く

に働く場所があんまり少ないですよね。学校の紹介

で、とりあえず大阪へ行きました。学校の就職の先

生の斡旋で、友だちが二人くらい一緒に就職したで

すが、行ってみたら、とてもじゃない、イメージに

ですね…もっとこう明るいきれいなとこかと思った

ら、けっこう鉄工所みたいなね、事務やら現場やら

わからんような仕事でした、最初は」 

―大阪に行くというような、行き先の希望みたい

なものはありませんでしたか？「いや、ぜんぜんあ

りません。まあ、とりあえず、学校の先生の斡旋が

たまたま大阪だったということだけで、とくに大阪

とか東京とか…まあ、とにかく仕事につくというこ

とだけでしたね」 

―ある程度の期待はあったんですか？「そんなに

ね、まあね、都会に憧れた時代ですのでね、多少ま

あ都会へのあれはあったんですけどね」 

―その頃、あるいは出て行かれる頃とかは、帰っ

てくるというふうなことは考えておられました？

「考えてませんね。まず田舎に帰るということは」 

―ご家族の方も、帰ってこいとかいうふうなこと

はおっしゃいませんでした？「全然それはないです。

僕らは、８人兄弟のうちの５男坊ですので。期待さ

れてません」 

―何がそんなに良くなかったですか？「そうねえ、

田舎から出ていった…就職の先生らもですね、現場

を直接行って調べたわけではないですのでね、ほん

とにむこうから就職の希望があるかないかで調べた

だけなので、おそらく同級生、最初就職したかたは

１年あたりでほとんど仕事変わってますね。やっぱ

り自分の持ったイメージとむこうのイメージがかな

り違うんじゃないでしょうかねえ。 

―自分はここでずっと生活していくというふうな

お気持ちだったわけですか、大阪で？「いやいや、

そらかなり悩みました。こんなことをね一生してい

くのかどうしようかと思って、かなり不安はあった

ですね」 

―帰ろうかと思われたのは、仕事を比較してのこ

とですか？「そうですね。まあこれで、一生続けて

いくような仕事してませんでしたのでね。帰ってき

たのは昭和４０年。４０年の７月やったと思います

…とにかく仕事、ひとつ安定した仕事に就けるとい

うことが条件ですよね、田舎に住む場合のね。空気

がどうのこうのというようなことは考えてませんで

したね」 

―今は昔ほど出るのが当然だというふうなことで

はなくなってきて…「そら、ないですね。今の子供

は、少子化ということはないけれど、そんなに兄弟

がたくさんおるような人も最近おらんしね。なるべ

く親としては近くにおりたいんじゃないですか。そ

れに、今の若い子はねえ…道路事情も僕らの若い頃

と相当変わってますのでねえ」 

―そういう意味では、例えば、大阪に出ていく魅

力ないしイメージは昔ほど…ここにずっといるのと

それほど大きな差がないようになりました？「ない

ですね。今はそんなに都会というかね…けっこう高

知市あたりで都会的なところもあるしね…大学を出

て一流企業に就職した人は別として、高校出ていっ

て企業に入ってですね、まあ人にもよるでしょうけ

ど、本音としてはやっぱり田舎に住みたいかもわか

らんですね。昔と違って、出て行くのが当たり前と

いう感覚もないと思いますけんね。２、３人ですか

らね、親としては近くにおきたいという感覚もある

かもわからんですね」 

 

Ｂさん（男性・昭和 20 年生まれ・昭和 38 年高

校卒業） 

（１）出るまでの経過 

「中学卒業でも集団就職とかいうことで、まだ、

非常に若者の金の卵の時代でした。高校はちょうど
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ここからクルマで１時間ぐらいのところの工業高校

でした。当時、バスで 50 分、電車で 40 分ぐらいか

かりましたね。当時、工業高校が、就職に有利とい

うことで行った。それから卒業をしてから、大した

気持ちもなかったです。ただ、自分が片親の関係で、

親戚も少ないし、とにかく、今のきれいな言葉で言

えば、自分の人生は自分で切り開いていかなあかん、

人を頼っていったらあかんというような気持ちはあ

りましたね。就職するときもこれと言った気持ちは

なかったですね…大変申し訳ないんですけども、夢

とか何とかはなくて、何とかなるだろうという気持

ちで…地元に就職するものはほとんど皆無でしたよ

ね。要するに外へ出ましたね。みんなが世の中の流

れに沿うてたというか」。 

高校を卒業後は「学校からの紹介で」大阪に出て

就職。「関西方面が多かったですね、特に。それか

東京、名古屋あたりですか。だいたいその程度です

ねえ。関西に行くコが一番多かったですねえ」 

（２）Ｕターンの経緯 

―転職の後、自動車組立ラインで働く。「ずっと

拘束されますのでね。ライン動いているんですが、

休み時間までボタンとにらめっこです。そうこうし

て間に母が病気しましてね。やっぱり子供は自分一

人しかおらんし、とにかく、親はみないかんという

責任はありましたんで、都会へつれてくるよりは、

田舎で、また、仕事があるので帰ってきました。２

年そこそこの間に、仕事を転々と…帰ってくるとい

う気持ちまではなかったですね。何とかなるだろう

というほんとに安易な気持ちで行きましたからね。

これと言った目標なかったし。でも、基本的には、

親一人、子一人でしたので、親はぜったいみないか

んという気持ちはありましたね。まあこれは、あの

年代だれもじゃなかったんですかね。今の子供は誰

もそう感じていませんけどね」 

（３）大都市圏での生活の評価 

―２年間の大阪での生活のプラスマイナス。「狭

い世界の中でしか知らない人間よりはむしろ、一人

で大海を泳いでですね、いろんな体験してきたとい

うのは、自分の今の人生の中で、ものすごくプラス

になっていますねえ。いろんな問題解決するにして

も、広い視野から物事をとらえる、ちょっと危険な

こともありましたけど。ただやっぱりどこの世界に

行っても、自分で人生を切り開いて行くには、人を

大切にするというか、それが一番要のところですか

ねえ。特に、自分の場合は親、子一人で頼りもいな

いし。自分で自分の人生を切り開いていくには、友

達はたくさんほしいし、そのためにはやっぱり人を

大切にするということが大事ですね。先輩の方でも、

ぼちぼち、東京、大阪の方からＵターンしてますね。

まあ、男はいったん出ていったら、あの当時は、花

を咲かせて帰ってこようというような、そういった

気持ちもありましたからねえ。こちらで仕事するよ

りかは、お金にもなるし。そんなことで、それと仕

事なんぼでもありましたからねえ。仕事さえ選ばな

かったら、いくらでもありましたし」 

（４）出身地の意味 

―現在の若者について「青年なんかとつきあいあ

るんですけど、やっぱり職場もほしいと…統一した

考え方ですよねえ。こちらで生活できて、若者が退

屈もせずに、都会並に、刺激のある、遊び場所があ

れば、田舎におりたいと、家におりたいと、それは

みんな思てますねえ」 

―都会に対する気持ちは変わりませんか。あるい

は、昔よりも強くなっているとか。「ええ、とくに

今は、こういう状況ですので、就職難しいから、い

ろんな面で社会情勢も変わったきましたからねえ。

もちろん都会に憧れて行く人もあるでしょうけど。

地元にすむ要因に、安定した仕事がほしい、今の時

代は若者は文化的な生活そういうものに憧れますし、

一つの家で親と同居するよりは、文化的な住宅へは

いってと言う気持ちもありますね」。 

若者の定着について。「いわゆる交流人口ですね、

やっぱり、定着は難しいと思いますよ。今のところ

やっぱり、交流人口の拡大にとりはかっていくこと

が大切じゃないのかという」 

Ｕターン者について。「就農者でＵターンはおる

ねえ。全国から募集して、偉いですよ、よそから来

た人、地元のもん 

でもよう手をつけんとこですねえ。もうちょっと

広がりがあるかと思って期待はしてましたけどね

え」 

中学生のときの友達もいますし、それは同級生と

言うことでつきあいもありますし。高校時代の同級

生も何人かおります。でも、ほんとの友達というの

は、地域の中で一緒に仕事しながら、日常生活の中

からずっとおつきあいしながら、作られたのがやっ

ぱり一番の親友ですかね。やっぱり、年を経ると、

ほんとの友達というのは少ないですよ。仕事の中で

いろいろと友達も減ってきますしね。やっぱり、人

を大事にしていこうという気持ちも大切ですね。今

の若い人は多様化してきたし、我々の時代はなんて

いうかな、あんまりこう、個性とか、生き方の多様

性と言ったものは限定されていたような気がします

ね。高校卒業してから、一生懸命働いて、まじめに
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仕事せないかんというような一つのパターンにこう

きめられちょった」 

―ご存じというか、振り返られてで結構なんです

けど、福重さんのもう一つ上の世代なんかでは、こ

こを離れて外にでるゆうのはかなり珍しいことだっ

たというか、つまり、集団就職というのが、昭和 30

年ぐらいですよね、もっと古い世代の人たちはここ

で生まれて大都市に行くなんてことは「あまりなか

ったですね。ただむしろ、大正の場合は、昭和 30

年代 8000 人ぐらい人口がおりましたので、その、

分村計画でブラジルに行ったり、それから、満州の

方ですかね、かなりでてますのでねえ。こんな過疎

になるとは当時全然考えていなかったし、お百姓さ

んや商売人の跡継ぎは戻ってきましたからねえ、そ

の次男、三男がでて行くぐらいで。（昔は跡継ぎだ

という意識が強かったかもしれませんねえ） 

―その意識の最後の代ぐらいですか？「我々の時

代にはもう長男やからのこらなあかんという意識は

もうなかっただろなぁ。まあ、いっぺん外にでてい

ってみろやという意識もあったし。問題はやっぱり

仕事ですねえ」 

 

Ｃさん（女性・昭和26 年生まれ・昭和44 年高校

卒業） 

「帰ってここでどうしてもおらんにゃいかんとい

うわけでもなかったし、親もそういう事ではなかっ

たし、高校３年間高知市内の高校に行った。大学行

きたいし、進学したいっていうのはやっぱり。海外

にあこがれてたんですね。留学とかして海外に行き

たいと思ってて。神奈川県です。卒業して、やっぱ

り親は帰ってこいと言いました。無意識に家だとか、

背負っているというか、家にかえったら親だとか家

だとかに縛られて生活しないといけないっていうの

があって…」 

―短大に行ってその先はどういうふうに思われて

ましたか。「まあ、引き戻しに来たこともありまし

たしね。帰ってこいということで。そんなに強引に

でもなかったですけど、帰ってこいって言われて、

私は帰らんっていうことで。神奈川で就職して２年

いました。（ここで、今の夫と出会う。）その頃はこ

こへ帰るつもりはなかったしね。でもまあ高知市内

へ帰ろうと言うことで１年間、私のいとこの会社に

入って…この田舎に帰ってくること自体私には不安

があったですね。子育てをしていかなあかんし、子

供を教育していくにもそういう環境ではなくなって

きているし。そういう不安が凄くあって。まあせめ

て高知市内にっていうことで。家の方も高知市内く

らい近くにいれば、ということだったんですかね。

ちょうどオイルショックの頃で仕事がなかったんで

すよ、市内でも。それで帰ろうかという事になっ

て」 

―家の方からも帰ってきてほしいということが？

「いえ。逆に家の母親は反対でしたね。ここに戻っ

てもなかなか生活できんしね。大変だろうというこ

とで。だめとも言わんかったけど。積極的に帰って

こいということでもなかったです。（昭和 51 年に帰

る。）地域の人たちも非常にＵターンしてきたとい

うことで大事にしてくれたからね。当時ね、優しか

ったね。高知市内で長女がうまれて帰ってきました

でしょ。子育てで私はそっちの方が大変だなあと。

今から考えてみるとあの時愚痴もこぼしたことなか

ったし。大変だっただろうけどね。ちょうど私らが

帰ってくるのと同時に割と子供が今度は増えて…よ

その地域のものを排除したりとか、閉鎖的だとかじ

ゃないでしょ。割とみんなワーって感じで。たぶん

ね、そういう精神的な苦労はなかっただろうなあと

思います。多分他の所だったらそういう苦労はあっ

ただろうけど」 

―大都市圏での生活について「ここから都会に出

た人の所におばあちゃんなんかがお盆とかお正月に

行くでしょ。そうすると、外に出れないわけよね。

閉じこもってるだけで、家の中で。ここにおると、

畑があり、隣のおばあちゃんが居りということで外

に出れるけれども、都会の息子の所へ行ったら外に

出れない状態になるわけよね。近所も知らないし、

付き合いもないし、畑もないし、やることもないし、

都会に行くと家の中に閉じこもって何も出来ない状

態になる。イメージというか、都会に行ったら何も

出来ないっていうね、そういうのはあるね。実際何

も出来ない」 

―地元の魅力について「あの時、ここのよさ、田

舎の良さっていうのは分からなかったというか、そ

んなに思わなかった。最近ここに帰ってきて生活し

てね、感じますけどね。何かずっと自分を振り返っ

てみるに、親からいろいろな話を聞いて、しがらみ

とか思って嫌だったのが、親がまあ人を大事にした

りだとか、ここが自分の父が手入れした山だとか、

ここはこういう所がきれいだとか、そういう話が今

になってね、ああこういう良さかなあ、やっぱり親

は私に教えてくれてたんだなあと、今感じるんです

ね。その時はそういうものが逆にしがらみだとか、

嫌がっているものであったんだけど、今は親が言っ

たことやらやったことを思って、ああこういう良さ

があるんだなあと」 
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―出て行った経験ということが、今現在のこの地

元というか、ここに対する愛着ないし、よさを感じ

ることには結局プラスになっているんですかね。

「そうだと思います。５年くらい都会で生活したこ

とがあるから、その生活を知っているからね、それ

と比べたら如何に人間らしい生活かってことがね…

ここでずっと生活してると、小さい範囲だけで物事

を考えがちな。ここの良さっていうのも分からない

というか、気がつかないというか」 

―交流ということについて。「定住するという所

まではいかなくてもね、例えば１０日とか、１週間

とか、そういう形で個人の家へ来てもいいし、空き

家ですんでもろてもいいし、まあそういう形が出発

点だと思うわけですよ。インターネットでもそうや

けど、サマースクールとかやるけど、若い人がよけ

い来るね。そういうふうな交流の中である程度、１

週間、１０日という形で住みながら、地域や地域の

人を知っていく、そういう形が発展してここで住ん

でみようかという事になってくるんじゃないかと思

うね。急に独りで来てここで住むということはなか

なか…やはりお金をどう取るか、生活する為にどう

するかということがあるし。去年来た学生の中でも

その、第３セクターを作ってるでしょ、公社の、あ

そこに就職することに決めたって言う。他にも就職

先はあったけど、そういう学生もあるね。価値観の

変化と言うか、そういうものがもっと若い人たちに

浸透していくんじゃないかと言う気もするんですよ

ね。去年、男の子っていっても３０歳くらいなんだ

けど、その子にお嫁さんに来た子がおるんです、若

い女の子が。その子がやっぱり田舎の生活にあこが

れて、田舎の生活もいいという価値観をもって結婚

しましたけどね」 

―現在の地元の若者について「今はそんなに積極

的にね、都会に出て行きたいという感じじゃないで

すね、子供達は。そんなにね、大都会に行きたいと

いう感じじゃないね。ここへ帰ってくるとも言わん

けれども。昔のように大都会で生活してみたいとか

そういうのはないですね。一回都会に出て生活した

ことによって、物の考え方を広く捉えられるってい

うんですけど、例えばここで子供ができたとして、

親の立場から言ったら戻ってきてほしいとか、地域

にいてほしいという気持ちもあると思うんですけど、

逆にそういう広い視野を身につけて欲しいだとか、

違う世界を経験して欲しいという気持ちもあると思

うんですけど。例えば地元に就職先があったらとか、

そういうことを言ってらっしゃったんですけど、そ

れがここにあったとしてこの地域で中学校を出て、

高校を出て、ここへ入るということよりも、１回外

に出て外の世界を経験して欲しいという気持ちは親

としてあるじゃないですか。私らの経験からしてね、

それが１番いいなとは思うね。やっぱりここの生活

がいいと思って帰ってきた方が、ここであと生活し

てくのにね」 

 
Ｄさん（女性・昭和 44 年生まれ・昭和 62 年高

校卒業） 

―小さい時から、県外というか外へ出るというこ

とは何となく思われてました？「いえ、県外に出る

ということは別に考えてなかったんですけど、一応

の目標としては、保母さんに、ちっちゃい時からど

うしてもなりたかったんです」 

―それが近くにあればそれにこしたことはない？

「ええそうですね。なるべくなら出たくはなかった

ですけど、保母という夢がありましたので、今とは

だいぶギャップがありますけど。保母にはなりたか

ったので、保母の短大行きながら仕事を選びまし

た」 

―大垣での生活は、両立が大変ということを別に

してもそれほど魅力的ではなかったですか？「友達

もできましたし、県外から他の県からも大勢来てま

したので、友達とかもけっこうできましたし、土日

とか休みの日にはいつも遊びにでてましたし、仕事

と両立だけを考えれば大変でしたけど、それ以外、

寮での生活とか友達とのプライベートな時間はすご

く楽しかったです」 

結婚されたのは？「帰ってきて２年です」 

―もし向こうでの生活がもう少し続いていたら、

結婚はもう少し遅かったと思いますか？「そうです

ね、今の主人とはこっちへ帰ってきてから知り合っ

たものですから」 

―同級生とかで、男女の卒業後の住む場所の違い

みたいなことはもっとはっきりあると思われます？

「もう、半々ぐらいですかね、あの年代でも。卒業

してそのまんま地元に残ったり、また就職して別の

地へ行ったりしてますし。行って、あんまり帰って

きたというＵターン組いうのがそうはいませんね。

体調が悪くて帰ってきた子はいますけど」 

―地元に残った人たちとの比較「こっちにいる子

は結婚も早い子もいたりして、卒業してすぐに結婚

した子もいますし、何年も経たないうちに結婚した

男の子もいますので、所帯じみてるかな」 

―現在の若者の意識「家から通える範囲内での仕

事じゃないでしょうかね。家から通える範囲内で町

外で仕事してる子はいますけどね。今は車でスッと
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出ていけば、遊び場所、テーマパークがあるし、土

日をかければ大阪でも行こうと思えば行けるし。で

すからそんなに都会と区別はないんじゃないでしょ

うか。都会自体にそれほど、今の若い子は、魅力を

感じてないんじゃないのかねえ。地元に仕事があれ

ば地元にね残りたいと思ってるんじゃないでしょう

かね」 

 

地元企業にＵターン就職した20 代後半の男性 

Ｅさん 
「愛知県の方で自動車部品関係を四年くらいずっ

と。それからそのままこっちへ」 

―こっちへ就職されることになったのは御自身で

こっちへ帰りたいという気がだいぶあったんです

か？「いや別にそうじゃなくて、親が仕事があるか

ら戻ってこいってそれだけで別に理由はないです」 

―もしその話がなかったらずっと愛知県の方へで

すか？「まあそういうわけじゃないけど、長男やか

ら戻ってくるとは思ってました」 

―それは出る前からだいたいそんな風な計画を？

「それほど未来展望なしで行き当たりばったりで

…」 

―ここでもうずっとやっていこうという気ではい

らっしゃるんですか？「ええまあ、一応はそうは思

ってますけど」 

 
Ｆさん 

「愛知県に自動車関係の仕事に行って二年働いて、

夜勤とかで体崩してそれでこっちへ帰ってきて。そ

れでこっちでここへ入るまでは四年ぐらい空いてた

からその間に色々アルバイトをしてみたりスタンド

行ってみたり、保険のバイトしてみたり、親戚の家

を手伝ったり色々して。でもずっとそんなことして

られんからちゃんとした所に入らないと。それでこ

こで雇ってるんで入ってそれからずっと」 

 
Ｇさん 

「高校を出てから大阪の専門学校へ行って、専門

学校は半年で辞めて、それで戻ってきて、それでこ

っちで仕事を探そうと思ったらここの工場が出来る

っていう話を聞いて」 

―大阪の専門学校へ行かれる前からいずれ帰って

こようという気は？「まあいずれ。専門学校へいっ

たのも家が大工さんなもんで、それで建築の関係の

専門学校へいって、夜間で昼間の仕事との両立をよ

うせんかったんで学校を辞めて、学校辞めるくらい

やったら戻ってこようと」 

Ｈさん 
「高校を卒業して高知市内に半年ぐらい居たんで

すけど、残業がすごかったんですよ。そんなこんな

で体調を崩して、まあ給料も安かったけど、それで

半年ぐらい居てそこを辞めて。でこの子がスタンド

へ行ったんでこの子のつてで雇ってもらえないか

と」 

―高知に就職されたときには帰ってくる気はあり

ました？ありませんでした？ 

「一応長男なんで、帰ってくる気はあったんです

けどね、ちょっと早かったけど」 

 
Ｉさん 

「高校出て高知で勤め出して、それから三回四回

ほど仕事を変えて、自分の父親が病気になって、す

ぐ帰ってくることに。僕は次男なんですけど、長男

がもう出てますんで。いずれは戻ってこようと思っ

たけど、これほど早くなるとは思ってなかったです。

帰って来て良いなあと思うことはないね。ずっと都

会にあこがれていたしね。そっちへ出ていったらな

じめないっていうか、田舎者は田舎者と再確認しま

したね。空気がうまいし時間が経つのは遅いしね。

でも外で働いてみると田舎は田舎のええ所もあるか

なという気はしますね。すぐに飽きるけど」 

―都会への憧れっていうのは高校までにかなり出

来上がるもんなんですか？「都会へいったらやっぱ

り大体お金でしょ。働いたらお金になる。若い時は

お金がないからね」 

―それはやっぱり一回行ってみての経験ですよね。

「そうですね。はじめはそういう考えはなかったけ

どね、都会へ出て色々な世界を見たいなという気は

あったけどね。都会も今もええとは思うけど、住ん

だあと都会を見ると、遊びに行くにはええ、でも住

んだら大変やなあと」 

―特に外に出たいっていう強い希望を持っている

人たちってあんまりいないんですかね？「それはそ

れで一概に言えないから無理がある。やりたい仕事

があれば出て行くけどね。とりあえず流されている

わけで、自分の意志でどうのこうのしているわけじ

ゃないんで。専門学校とかねそういう所を出た子は

そういう意識を持っていると思うんですよ。それは

意識があるから専門学校へ行く。僕らは行ってない

でしょ、だから時に流されてっていうような感じが

あるのかもしれませんな。やっぱり専門学校を出た

い子だったらこれをやりたいからという意見も持っ

てるんですけどね。その辺の違いかも分かりません

ね」 
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―住みたいと思う場所について「仕事さえあれば

問題ないわね。自分が好きな仕事と収入があればど

こでも問題はないと思う、私は」 

 
まとめ 

３０年程前には、大都市圏へ出ていくこと

が当たり前であった。そこで仕事を続けること

が前提として、ほとんどの人が出ていった。し

かし１０年程前には、かつてよりも地元志向は

強くなっているようである。その背景には、交

通の整備や情報化により、都市的なライフスタ

イルが近距離圏で可能になったことを指摘でき

るであろう。 
どこで過ごすかが、個人の選択になってお

り、具体的な居住地は選べるようになった。実

際のパターンが多様化しているなかで、依然と

して大都市にあこがれ、そこでの生活を志向す

る人もおり、またできれば地元で過ごしたいと

いう人もいる。 
一方、少子化の進展により、親の面倒をど

うみるかが、子どもの人生設計に関わるように

なった。子ども自身が親の面倒をみなければな

らないと自覚しており「いずれ帰る」という前

提で外に出ている。 
生活基盤の変化と家族関係の変容とが、高

校卒業後の進路にも影響を与えていることが推

測される。 
現在の状況として、Ｕターンして地元の企

業に就職した人たちがいずれも結婚しており、

大部分がＵターン後に結婚していることが注目

される。 
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第５章 生活設計と移動の現況―大都市圏に居住する地方出身者へのアンケート調査から 

 

一方、大都市圏で生活する人びとはＵター

ンと生活設計についてどのように考えているの

であろうか。この点を明らかにするために、地

方出身で現在３大都市圏に生活する 30 代前半

の人びとを対象としたアンケート調査を実施し

た。調査の概要は次のとおりである。 
・宮崎県出身で大都市圏（近畿圏、東京圏）に

生活する 30代前半の人びとを対象 
・郵送調査 
・質問項目：移動までの意識／移動の経過／都

市と出身地の比較／戻る意思など 
・対象者数 近畿圏居住者：11-12 月実施 発

送数 248、回答数 86（34.7％） 
なお、99 年２月に東京圏在住の方々を対象

とした第２次調査を実施している。 
本章では、未婚者の回答のなかから、移動

のパターンと生活設計に関する部分について取

り出して考察をする。 
 

男性（31 歳）：高専を出て 20 歳で就職のため

近畿圏へ。 

近畿圏：「便利な交通網、あふれる程の情報・刺

激、楽しい人が多い、友人・知人がたくさんでき

た」ので「当面は住み続けたい」 

出身地：「離れてみて分かったよいところが、今

後生活していく上で、特に歳をとっていくほどにか

けがえのないものになるだろう」 

戻って住み続ける気持ち：「非常にある：残した

両親のこと、自分の家を持ちたい、すばらしいと思

うところを満喫したい」 

 

男性（30 歳）：進学のため 18 歳で福岡へ、19

歳から近畿圏 

近畿圏：「希望するものが容易に手に入る。旅行

しやすい。様々な人間と知り合いになれる」しかし

「住み続けたくない」 

出身地：「スポーツする施設・環境が豊富。人混

みがない」 

戻って住みたいという気持ち：「ほとんどない。

知人のほとんどが地元を離れているうえに、働き場

所がなく、将来のプランが立てられない。福岡、熊

本、鹿児島には住みたい気持ちがある」 

女性（32 歳）：大分に進学して 20 歳から近畿

圏へ。 

近畿圏：最初は「住み続けたくないと思ってい

た」が「娯楽環境やものの多さ」は魅力であり、現

在は「当面は住み続けたいと思う」 

出身地：「自然環境で過ごすことができる。隣近

所のつき合いも魅力、うっとうしい面もあるが今で

はなつかしいと思う」 

戻って住みたいという気持ち：「ある程度はある。

自然環境の中で、のびのびと自分自身及び子育てを

したい」 

 

女性（32歳）：26歳で就職のため出身地をはな

れて近畿圏へ。 

近畿圏：「言葉の違いから、以前の友人・家族を

思い出して」懐かしいとときどき思った。なかなか

慣れるのが難しいと思ったが「史跡の多さ、交通が

便利、情報が多く得られる、勉強したいことややり

たいことがしやすい環境」であり、当面は住み続け

たい。 

出身地：「家族・友人と会える。気候が温暖、水

がきれい、地域との結びつきが強い」 

戻って住みたいという気持ち：「ある程度はあ

る：通信制の大学を卒業後、今の仕事を続けるか、

帰るかを検討中」 

 

女性（29歳）：高校卒業後、海外留学、23歳か

ら就職して近畿圏へ 

近畿圏：「多種多様な職場、交通網の完備」住み

続けるかどうかは「何とも思わない」 

出身地：「物価の安さ、のんびりとした環境」 

戻って住む気持ち：「ある程度はある：魅力ある

職場（があれば）」 

 

まとめ 

高専に入った頃は、どこで過ごそうかとは

っきり考えていたという人は少ない。しかし、

実際には進学と就職で地元を離れざるを得ない

という状況は続いている。 
大都市は「便利」であるが、「魅力」とは思

わないという意識がある。戻りたくないという

人も、仕事にいきがいを感じている人たちであ



 - 21 - 

り、大都市という場所そのものに魅力があるよ

うではない。 
全体としては、（既婚者でも）出身地に戻り

たいという「気持ち」はかなりある。特に、親

の面倒をみないといけないこと、家族や友人が

いること、また子育てをする場、協力を期待で

きるという意見もみられる。 
しかし、現在の日本の社会システムは、こ

のような動きを推進するには至っていない。こ

のことを端的に示しているのが、「知人のほと

んどが地元を離れているうえに、働き場所がな

く、将来のプランが立てられない」という意識

である。ここに、地方と大都市圏をめぐる問題

が端的に表れており、Ｕターンをめぐる現在の

人々の意識を象徴していると考えられる。そし

て、大都市圏での生活の魅力の低下と、地元で

は生活を継続することができないという現状は、

地方中核都市志向となって表れ、「Ｊターン」

の可能性はあると推測することもできる。こう

して、移動先は多様になることが推測される。 
また、高齢化と少子化の進行は、地方で生

活する高齢者（＝親）の老後の問題であると同

時に、大都市圏で生活する若者（＝子ども）の

生活設計の問題でもあることが、今回の研究か

ら明らかになった。 
 
なお、今年度の実証研究から次のようなこ

とが示唆される。戦後の日本社会の変容、特に

高度成長期を通しての変化は、結果として人々

の人生観を大きく変化させることになったので

はないだろうか。未婚という現象はそのひとつ

の側面ではないだろうか。つまり、本報告の冒

頭で指摘したように、未婚という現象は、日本

社会の中長期的な変化がもたらした人々の意識

の変化を背景としているのではないかというこ

とである。 
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まとめと提言：生活設計と移動―未婚と人生観の変化 

 

「生活の場」は固定的なものではない。移

動の容易さ（交通手段の多様化、利便性）に伴

って選択は個人的なものになってきたし、特定

の場所でしか人生を送らないということではな

い。そうであればこそ「非大都市地域」からみ

た「大都市」は、一度は生活してみたいと思う

場所であり、便利な場所でもあるということに

なる。高校卒業後、地方を離れる要因としての

羨望、大都市への志向は結果として地元に定着

しないこととなり、少子化は住民としての若者

の減少ないし不在であり、高齢化という現象は

少子化の結果である。 
大都市圏での生活経験をもち、Ｕターンし

た人たちは、出身地に対して愛着を感じ、また

同時に、若者が大都市圏に出る心情にも共感し

ている。長期的に考えれば、人生全体として構

想すれば、出ていかずに過ごせるところに生活

してよかったと思うかもしれないが、高校卒業

直後の進学や就職の機会が圧倒的に大都市圏に

集中しているという高度成長期のしくみのなか

で、その次世代以降が、再び地方に戻ることは

予測できない。 
以上のような本年度の研究結果から、次の

ような点を指摘することができる。 
20-30 年前とは異なり、大都市圏へ出ること

があたりまえではなくなった。しかし地元を離

れないと学校や仕事が選択できないという状況

は変わっていない。親との関係も少子化により

必然化している。一方、生活基盤や交通基盤の

整備により、自動車による移動を中心に生活圏

は拡大している。このような生活スタイルの変

化に合ったかたちで、広域的な生活圏域が人び

との人生設計の場として魅力を持つようにする

ことが必要である。具体的には次のような方策

である。 
第一には、若者の就業行動に結びつく仕組

みを考え直すことである。たとえば伝統的な産

業の思い切った見直し、勤務先への通勤手段と

しての交通網の整備など、生活圏の拡大に伴っ

た構造を再構築すること、さらに勤務時間の変

更によって遠距離通勤を可能にすること、また、

通勤せずに仕事ができるシステムの開発などで

ある。住む場所を大幅に移動させなくても、従

来よりも広範囲の生活圏で人生設計をたて、実

際に生活できるように工夫することである。別

の言い方をすれば、生活の拠点を固定的に考え

ずに、圏域のなかで多様な職住遊の場が共有さ

れ、これまでのような遠距離の移動を伴わずに、

比較的広い圏域のなかで生活設計ができるよう

なしくみを構成することである。 
第二には、交流の機会を増やすことである。

これは、第一の方策とも関連するが、従来のよ

うな過疎地域の再生ではなく、地方がその地域

の出身者だけでなく多様な人々の生活の場とな

る可能性である。開放的な交流が可能になり、

それによって、大都市圏で生まれ育った人たち

が地方の生活に触れる機会が増えることにもな

る。インターネットなどの媒体も含めて、広義

の交流人口の拡大を図ることができれば、いず

れＵターンする人たちや新たに移動してくる人

たちを増やすような魅力をアピールする手段に

なることも考えられる。 
さらには、大都市圏での固定的な生活スタ

イルを見直すこと、高度成長期に完成された固

定的な社会の仕組みを見直すことになる可能性

もあるのではないだろうか。 


